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【研究課題名】   緩和ケアにおける管理栄養士の役割とその変化 

 

【研究の概要と目的】 

東京医科歯科大学大学院精神行動医科学分野と東京家政学院大学人間栄養学部の共同研究として、

2011年に実施した管理栄養士の役割に関する調査の結果を二次利用することになりました。2011年

調査は無記名方式のアンケート調査にて個人を特定する情報を取集しておりませんが、当時ご協力頂き

回答してくださった皆様に、二次利用についてもご協力を賜りたくご案内を致しました。今回の研究は、

10年前のアンケートを再度実施し、緩和ケアに携わる管理栄養士の役割と変化を調査し、患者さんのニ

ーズにつながる栄養サポートを実践するためにさらに何か必要なのか明らかにすることを目的としてい

ます。 

【研究期間】 

倫理審査承認後～2025年 3月 31日 

【二次利用するデータについて】 

2011年に実施した調査の全項目のデータを利用いたします。 

【個人情報の取り扱い】 

二次利用する 2011年のアンケートならびに今回実施するアンケートは、無記名による調査なの

で個人情報を含むことはありません。また、今回の結果の他の研究で利用する場合は、東京医科歯科大学

生命倫理センターHPでご案内いたします。 

【研究の公表】 

国内または国外の医学・栄養学雑誌上や学会で公表されます。 

【利益相反】 

東京家政学院大学若手研究者研究費助成の研究費を用います。利益相反はありません。 

 

 
【連絡先】 

本研究のデータ二次利用に関してご質問がございましたら、下記へご連絡ください。 

●東京家政学院大学 研究責任者 腰本さおり 

東京都千代田区三番町 22 東京家政学院大学 人間栄養学部 人間栄養学科  

03-3262-2251（対応可能時間帯：平日 9：00～17：00） 

●東京医科歯科大学 研究責任者 竹内崇 

東京都文京区湯島 1-5-4 東京医科歯科大学 リエゾ精神医学・精神腫瘍学担当 

03-5803-5859（対応可能時間帯：平日 9：00～17：00） 

●苦情対応 東京医科歯科大学医学部事務部総務係 

03-5803-5096（対応可能時間帯：平日 9:00～17:00） 

 

2011年にホスピスまたは緩和ケアを提供する施設で 

管理栄養士・栄養士として勤務していた皆様へ 

緩和ケアにおける管理栄養士の役割に関するデータの二次利用実施のお知らせ 

 


